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平
成
23
年
10
月
28
日
（
金
）、
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
品
川
D
I
S
に
於
い
て
、
G
C
合
同
勉
強

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
の
考
え
る
顧
客
サ
ー
ビ
ス

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱

P
P
G
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長

　
寺
崎

　
薫
氏

オ
ン
デ
マ
ン
ド
へ
の
展
開
で
は
後
発
と
な
る

同
社
は
、
他
メ
ー
カ
ー
と
同
じ
く
、
コ
ピ
ー
機

を
販
売
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
料
金
を
回
収
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、ハ
ー

ド
の
性
能
が
向
上
し
、
印
刷
物
そ
の
も
の
の

差
が
出
し
に
く
い
状
況
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま

す
の
で
、
同
時
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
を
活
用
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
販

売
を
促
進
す
る
た
め
、
説
得
力
を
高
め
る
た
め

に
、
自
社
の
印
刷
物
で
そ
の
提
案
の
効
果
が
実

際
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
検
証
し
て
み
る
活
動

も
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
ハ
ー
ド
だ
け
で
な

く
、
ユ
ー
ザ
ー
と
一
緒
に
な
っ
て
ソ
フ
ト
面
の

サ
ポ
ー
ト
を
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
行
っ
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
印
刷
業
が
手
が
け
る
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

　
湯
島
本
郷
百
景
と
マ
ー
チ
ン
グ
委
員
会
の
活
動

株
式
会
社
T
O
N
E
G
A
W
A

　
代
表
取
締
役

　
利
根
川
英
二
氏

「
湯
島
本
郷
百
景
」
は
、
懐
か
し
い
風
景
、

さ
り
げ
な
い
街
の
日
常
、生
き
生
き
と
し
た
「
い

ま
」
を
地
元
出
身
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
上
野

啓
太
氏
が
描
き
下
ろ
し
た
１
０
０
点
余
の
イ
ラ

ス
ト
で
す
。
上
野
氏
の
同
級
生
と
し
て
親
交
の

あ
っ
た
利
根
川
氏
は
、
こ
の
作
品
を
世
に
出
し
、

地
元
の
住
民
・
商
店
・
企
業
の
地
域
活
性
化
を

促
進
し
よ
う
と
、「
湯
島
本
郷
マ
ー
チ
ン
グ
委

員
会
」
を
発
足
。
企
画
・
制
作
・
販
売
に
携
わ

り
な
が
ら
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

散
歩
コ
ー
ス
に
な
ぞ
ら
え
た
展
示
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
た
展
覧
会
は
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
全
国
規
模
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
各
地
で
講
演
を
行
う
ま
で
に

な
り
、
そ
の
活
動
に
賛
同
す
る
方
々
が
各
地
で

「
マ
ー
チ
ン
グ
委
員
会
」
を
開
始
。
10
月
現
在

で
全
国
22
団
体
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
同
級
生

の
水
彩
画
を
公
開
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
町

お
こ
し
の
試
み
が
、
印
刷
業
の
枠
を
超
え
、
地

域
活
性
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
各
地
に

広
が
っ
て
い
く
今
回
の
お
話
は
、
私
た
ち
の
業

界
に
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
製
版
会
社
か
ら
タ
ウ
ン
誌
編
集
会
社
に

エ
ム
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
有
限
会
社

　
代
表
取
締
役
　
小
竹
恵
美
氏

他
社
か
ら
事
業
を
譲
り
受
け
、
挑
戦
し
た
タ

ウ
ン
誌
の
発
行
。
武
蔵
小
山
タ
ウ
ン
誌
「
ま

る
ま
る
っ
と
」（
年
３
回
発
行
）
の
事
業
が

２
０
１
０
年
４
月
の
開
始
か
ら
、
企
画
・
編
集
・

制
作
・
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、「
こ
の
街
に
住
む
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
が
、

自
分
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
、
と
て
も
重

要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
見
、
あ
た
り

前
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
言
葉
で
も
、
タ
ウ
ン
誌

の
発
行
と
い
う
事
業
の
中
で
、
実
感
と
し
て
受

け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
「
表
紙
」。
こ
の
表
紙
を

地
元
の
「
よ
く
見
る
」
商
店
街
の
イ
ラ
ス
ト
に

し
た
と
こ
ろ
、
馴
染
み
の
あ
る
風
景
が
目
に
と

ま
り
、
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
増
え

た
そ
う
で
す
。
今
ま
で
私
た
ち
の
業
界
は
、ニ
ー

ズ
の
一
端
を
担
う
だ
け
で
、「
地
元
と
の
連
携
」

「
地
元
と
の
つ
な
が
り
」
と
い
う
意
味
で
は
薄

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
面
を
、

改
め
て
見
直
し
て
み
た
り
、
体
験
す
る
と
、
ま

だ
ま
だ
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
が
す
ぐ
近
く
に

あ
る
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る

お
話
で
し
た
。

●
各
社
の
取
り
組
み
を
発
表

株
式
会
社
イ
ン
グ
カ
ワ
モ
ト
、
株
式
会
社
ミ

カ
ド
、
株
式
会
社
エ
ス
ケ
イ
ワ
ー
ド
、
株
式
会

社
上
田
写
真
製
版
所
に
よ
る
取
り
組
み
を
発

表
、最
後
に
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
」

と
し
て
、
㈱
バ
ラ
ス　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー　

ひ
ら
ま
つ
た
か
お
氏
か
ら
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
起
成
会
】
G
C
合
同
勉
強
会
開
催
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印
刷
機
材
団
体
協
議
会
（
小
森
善
治
会
長
）
が
主
催
す

る
「
I
G
A
S
2
0
1
1
」
が
、
9
月
16
日
〜
21
日
の
会

期
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
印
刷
機
材
団
体
協
議

会
の
小
森
善
治
会
長
は
、「
今
回
の
I
G
A
S
2
0
1
1

の
テ
ー
マ
は
「Print Your Future 

〜
印
刷
は
環
境
と

と
も
に
進
化
す
る
〜
」
で
あ
る
。
印
刷
の
持
つ
強
み
と
多

大
な
環
境
の

変
化
へ
の
調

和
を
示
し
、

未
来
へ
向

か
っ
て
進
歩

を
続
け
る
印

刷
産
業
を
全

世
界
に
発
信

し
て
い
く
。

そ
の
意
味
で

も
、
今
回
、

世
界
主
要
国

の
印
刷
機
械

工
業
会
の
代

表
が
一
堂
に

会
し
、
日
本

が
議
長
国
と

し
て
、
第
4

回
の
グ
ロ
ー

バ
ル
プ
リ
ン
ト
会
長
会
議
を
I
G
A
S
会
期
中
に
開
催
す

る
こ
と
は
、
大
変
時
期
に
叶
っ
て
お
り
、
同
時
に
大
変
名

誉
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
議
を
通
じ
て
、
今
後
の
世
界

の
印
刷
国
際
展
示
会
の
あ
り
か
た
や
、
知
的
財
産
権
保
護

な
ど
、
国
際
的
共
通
課
題
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
、
調

和
の
取
れ
た
印
刷
産
業
機
械
の
発
展
に
貢
献
し
て
行
き
た

い
。現

在
、
経
済
、
社
会
、
自
然
の
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
特
に
最
近
の
I
T
化
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
が
多
様
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
の
深
刻

化
と
、
市
場
に
お
け
る
印
刷
メ
デ
ィ
ア
の
価
値
観
の
変
化

の
中
、
印
刷
は
最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
産
業
界
の
想
像
力

に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
環
境
と
調
和
し
、
と
も
に
進
化
し
、

明
る
い
未
来
を
つ
く
る
、
大
変
す
ば
ら
し
い
能
力
が
あ

る
。
こ
れ
を
今
回
の
I
G
A
S
2
0
1
1
で
訴
え
て
い
き

た
い
。

今
回
は
、
3
2
7
社
、
海
外
か
ら
は
32
社
、
2
7
4
0

小
間
の
出
展
に
加
え
、
環
境
保
護
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
震

災
支
援
イ
ベ
ン
ト
、
J
a
p
a
n 

C
o
l
o
r
認
証
制

度
セ
ミ
ナ
ー
等
、様
々
な
主
催
者
企
画
を
準
備
し
て
い
る
。

展
示
会
の
世
界
の
最
新
印
刷
技
術
製
品
、
技
術
、
サ
ー
ビ

ス
や
会
場
で
の
世
界
の
潮
流
を
自
身
の
目
で
確
か
め
、
学

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

4
年
に
一
度
の
国
際
展
示
会
I
G
A
S
は
、
毎
回
ア
ジ

ア
諸
国
始
め
、
海
外
か
ら
も
多
く
の
高
い
関
心
を
得
て
い

る
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
印
刷
産
業
を
リ
ー
ド
す

る
日
本
に
と
っ
て
、
I
G
A
S
2
0
1
1
を
絶
対
に
成
功

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

●　
　

●　
　

●

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
経
済
産
業

IGAS2011
レポート

出展企業 327社
入場者 74,000人

国際印刷総合機材展
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省
製
造
産
業
局
局
長
上
田
隆
之
氏
は
、「
ご
存
知
の
通
り
、

日
本
経
済
は
今
大
変
な
状
況
に
あ
る
。
円
高
、
内
需
の
不

振
、
海
外
と
の
競
争
、
大
震
災
、
多
く
の
困
難
が
日
本
経

済
を
取
り
巻
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
特
に
大
震
災
か

ら
の
復
興
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
大
震
災
そ
の

も
の
は
大
変
不
幸
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。し
か
し
な
が
ら
、

東
北
を
中
心
と
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
大
き
な
復
興
の
た
め

の
需
要
と
い
う
も
の
が
今
後
生
ず
る
。
日
本
経
済
を
よ
く

す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
多
く
の
復
興
需
要
を
取
込
ん

で
、
復
興
を
切
っ
掛
け
に
次
の
日
本
経
済
の
成
長
に
結
び

付
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。

世
界
の
中
で
競
争
に
勝
ち
抜
く
最
大
の
鍵
は
、
品
質
、

納
期
、
価
格
、
正
確
さ
、
美
し
さ
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に

あ
る
。
大
変
な
不
況
の
中
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

復
興
を
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
内
需
の
拡
大
、
そ

し
て
、
必
ず
し
も
経
済
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
な

い
為
替
問
題
に
対
す
る
適
切
な
対
処
等
と
皆
様
方
の
事

業
環
境
の
整
備
レ
ベ
ル　

ブ
レ
イ
ン
グ　

フ
ィ
ー
ル
ド

（Level Playing Field

、
平
等
な
競
技
場
）
の
構
築
に

努
め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
い
で
、
日
印
産
連
会
長
の
猿
渡
智
氏
は
、「
今
年
は
、

震
災
、
原
発
事
故
、
さ
ら
に
は
停
電
と
い
っ
た
よ
う
な
大

変
厳
し
い
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
、
印
刷
業
界
と
し
て
も
勇
気
づ
け
ら

れ
る
。
印
刷
業
界
に
お
い
て
は
、
電
子
書
籍
や
S
N
S
な

ど
新
し
い
媒
体
に
変
化
し
て
き
た
。

印
刷
業
の
役
割
は
、
情
報
化
社
会
に
お
け
る
多
様
な
情

報
を
、
必
要
な
人
に
向
け
て
的
確
に
発
信
す
る
と
い
う
情

報
流
通
の
基
礎
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
役
割
は

今
後
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

市
場
環
境
の
変
化
の
中
で
、
よ
り
広
い
分
野
で
、
社
会
、

文
化
の
発
展
に
結
び
つ
く
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
印

刷
会
社
は
、
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
核
に
、
こ
れ
ま

で
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
き
た
が
、
今
後
も
顧

客
に
信
頼
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
顧
客
の
成
功
に

繋
が
る
よ
う
な
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
森
会
長
、
上
田
誠
三
産
業
局
長
、
猿
渡
日

印
産
連
会
長
、
水
上
全
印
工
連
会
長
他
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
最
新
技
術
を
集
め
た
国
際
総
合
印
刷

機
材
展
「
I
G
A
S
2
0
1
1
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。

in 東建カントリークラブ名古屋



▲㈱モリサワ坂上様と参加者

▲新聞之新聞社　小金丸様

▲ご参加の皆様

▲川本理事長

▲委員会の皆様 ▲並んで待つ子供たち ▲今尾副理事長と中田委員長

集まった
子供たちに
プレゼント!!

バーベキューバーベキュー

平成23年

10月30日

当日、雨は降りましたが、小雨程度で落ち着き、気温も蒸し暑くな
ることもなく、バーベキューを楽しむことが出来ました。午前中
から参加された方々は、バーベキューの前にアスレチックを楽し
んだり、早々とコンロに火をつける方など和やかな雰囲気で始ま
りました。参加者は、大人75名、中・高生4名、小学生19名、幼児17
名総計115名での開催で、理事長による開会挨拶が行われ、楽し
い食事の時間を過ごされました。12:50分からは、恒例のお子様
への景品プレゼント！その後、今尾副理事長の中締めの挨拶で一
旦終了し、大人は懇談、子供たちはアスレチックへ。それぞれが楽
しい時間を過ごすことができました。

大会
開催：平成23年10月30日（日）
場所：南知多グリーンバレー
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 ▼GC 中部からのお知らせ

2012年　新年互礼会
●開催日時
　平成24年1月23日

●開催場所
　名古屋東急ホテル
・理事会　16:00～　・講演会　17:00～　・互礼会　18:00～

 ▼役員変更のお知らせ

㈲シャチ工芸社「後藤康之氏」社長就任
平成23年10月1日を以て代表取締役社長に就任しました。
また、同日付で、後藤 忠氏が代表取締役社長を退任し取締役会長

に主任しました。

 ▼大会実行委員会からのお知らせ

第59回  GCJ 名古屋大会
GCJ名古屋大会を下記要項で開催します。

●開催日
平成24年5月26日（土）

●開催場所
名古屋東急ホテル
名古屋市中区栄4-6-8　℡052-251-2411

●大会スケジュール
・受付（名古屋東急ホテル）　13:00～　
　　3階フロアーにて

・チャリティーコンサート（宗次ホール）　13:30～
　　愛知県名古屋市中区栄4丁目5-14　℡052-265-1715

　・大会記念講演会（宗次ホール）　15:15～
　　　講師　宗次徳二氏（CoCo壱番屋創業者）
　　【講師プロフィール】1948年10月石川県生まれ。株式会社壱

番屋（カレーハウスCoCo壱番屋）の創業者で元会長で、現・
特別顧問。2003年1月NPOイエロー・エンジェル設立、理
事長に就任。著書に、「成功するカレーハウス驚異の社長製造
法」、「CoCo壱番屋 答えはすべてお客様の声にあり」。

　・ホテルチェックイン

　・懇親会（名古屋東急ホテル）　18:00～
　　　3階ゴシック・ルネッサンス

●大会記念ゴルフ大会
平成24年5月25日（金）
東建多度カントリークラブ・名古屋
三重県桑名市多度町古野2692　℡0594-48-5811

●大会記念旅行
平成24年5月27日（日）～28日（月）
トヨタテクノミュージアム産業技術記念館・徳川園・舘山寺温泉

※詳細については、事務局よりご案内いたします。

報告・お知らせ Information

2011年も残すところあと少し。東北の大震災やタイの洪水な
ど、日本国内外で甚大な被害が発生した大変な年でした。
このような中で、今回「GC合同勉強会」の記事をまとめてい

て思ったのですが、世界や自然という壮大なスケールでは、私
たちは非力ですが、地域活性化という面では、すぐ手の届くと
ころ、目の届くところにあります。
今までの技術と、これからさらに進む高度な情報化や電子化

の技術が、そういうときにこそ活かされるようにしていくこと
が、私たちが生活する地域に対しての責務であるのではないか
と思いました。

（広報委員：川原）

記事を募集しています
本誌「GCC」では、組合各企業の紹介をさせていただいています。
紹介したい商品・サービスや、事務所移転、新規店舗展開など
ありましたら、まずは事務局までお寄せください。



A4 3つ折のロングシートへの需要に対応。
ハイレベルな小ロット、高付加価値印刷を提供するデジタルカラープレス

 　　　　　NexPress SX シリーズ

今号は、コダック株式会社様のご厚意により、Kodak NexPress SXで印刷していただきました。

お問い合わせ先：
　　　　　　　　中部営業所
〒460-0002　名古屋市中区丸の内3-5-10
Tel. 052-746-1290
http://www.kodak.co.jp

Kodak NexPress SX 
デジタル カラープレス

あらゆる工程で環境に配慮しながら、高品位なデジタル印刷を実現

写真品質の印刷を実現するフォト ソリューション（オプション）

特殊紙を含む多彩なメディアに印刷可能

印刷品質を高める微粒子ドライインキを採用

5胴目の活用により、多様な高付加価値印刷を提供

最大131ページ／分の高速出力（NexPress SX 3900 ロングシートフィーダー使用時）

最長 660mm (A4 3 つ折）のロングシート対応（オプション）

デジタル印刷の常識を超えた画期的なデジタル印刷機 Kodak NexPressシリーズに、
さらにパワーアップを図った、新たな「SXシリーズ」が登場。

クライアントの多様なニーズに応える高付加価値印刷の提供により、
顧客満足度の向上を実現します。


